
＜おしどり５円との連刷切手帳＞“連花”と呼ば

れる定常変種です。かなり大きな白抜きなのです

が、周囲の桜に溶け込んでいるので、あまり目立

ちません。

＜４面切手帳＞ GII 版百面シート A の Pos.20 に

存在する変種と共通する定常変種で、“ルビー”

と名付けられています。製造の際に同じ原乾板が

使用されたことを示す重要な変種といえます。

# ４

定常変種のボストークコレクション（１１）

＜コイル＞印面右下の白抜きと右上の紅点が目印

となる変種です。確認ポイントが 2 か所あるので

確実に見分けられると思います。残念ながら位置

情報は不明です。
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